
塚本　泰弘さん（秋厚労副中央執行委員長・看護師）
■Ａ昨年は娘の行事と重な
ってしまい行けませんでし
た。今年は全厚労の看護
委員となったこともあり、
初めてですが参加させて
いただきました。
■Ｂナースウェーブでは、み
んなで白衣・スクラブに着
替え現地までパレード。周
りからもかなり注目を浴び
ていました。
 現地では多くの署名をいただきました。一度通り過ぎて
から引き返して署名してくれた人もいました。
　私もマイクで看護師の現状、病院や職場の現状などを
訴えました。のぼりやプラカードを掲げる人、横断幕を持つ
人、署名を書いてもらう人、みんなで協力して大きな声で
署名を呼びかけた事が結果につながったのだと思います。
　仙台は風が強く、少し肌寒かったですがそれ以上に自
分たちも熱気を持って活動でき楽しかったです。全国の
皆さん、来年はぜひ一緒に参加しましょう。

降籏　理恵さん（長厚労中央執行委員・看護師）
■Ａ看護師経験は長いものの、看護集会に参加したことは
なく、特別報告内容に惹かれました。
■Ｂ大変充実した2日間でした。特別報告は、組合の役割
や取り組みについての学びが多く、参考にしたい内容が
多数ありました。特に、議員要請には感銘を受け、グルー
プワークでも話題に挙がりました。また、仙台駅前での
署名活動では、協力していただく難しさを痛感し、個人情

報の取り扱いが今後の課題にな
る可能性があるため、時代に即
した方法に変えていく必要があ
ると考えます。
　集会後、帰宅途中の長野駅で
「あしなが育英会募金」の街頭
活動をしていた学生達に目が留
まり、募金に協力しました。集会
参加者の色々な思いの輪が、形
を変えて広がっていくことに期
待したいと思います。

小島　健太郎さん（静厚労中伊豆支部看護委員・看護師）
■Ａ昨年横浜で参加した時、勉強になりました。全国の仲間
から、職場の厳しい現状や改善活動を聞いて、自分の病院
でも活用出来る事例を学びたいと参加を決めました。
■Ｂ一日目の秋厚労と茨厚労の厳しい職場環境は自分の
病院でも同じだなと思いました。その先の行動をするた
めに、組合の力を借りて、団結して交渉し、行動を起こ
す事で、職場の環境を変えられること。一人では出来な
いことが、組合の力を借りる事で出来ること。これこそ
が、労働組合の活動なのだと学べました。自分の職場環
境を変えるためのパワーをもらえました。
　ナースウェーブで、「私も病院で働いてます。大変な状況なのを変えるため、頑
張ってください」との声を聴いて、一人ひとりの声を集める大切さを感じました。
今後も職場の環境を良くするためのヒントをもらう事が出来ました。

寺本　純子さん（山厚労副中央執行委員長・看護師）
■Ａ興味がなかった訳ではありませんが、関心の矛先が看護分野や領域にばか
り目が向いていたので、労働組合は私の中で「誰かがやってくれる他人事」で
した。
　プラチナ世代の先輩ナースから、55歳以上の処遇について話を聞く機会が
あり、さて自分もいよいよその世代が目前となってきたので、自ら動いて変え
なきゃいけないという熱量を内に抱えながら、執行委員として活動を始めまし
た。経歴としてはまだほんの3年ではありますが、組織で活動することがやが
て大きな力となり、診療報酬等を動かす世論となる。このことをジワジワと実
感してきた矢先に、山厚労の副中央執行委員長となりまして、その勢いでこの
度の看護集会へ、初参加しました。
■Ｂそもそもナースウェーブとは何ぞやと言葉の意味すら知らずにいた私でして、
看護集会で行われる学習会でその意味を学び、即日、白衣に着替えて街頭へ。
横断幕やプラカードを掲げビラ配りと同時に署名活動。「看護師が不足してい
まーす！」「ご協力お願い致しまーす！」と、道ゆく方々に声をかけながら、懸

命にPRをしました。足を止めて下さる方の中には、
「私たち看護学生です。頑張ってください」と、学
校帰りでしょうか。数人の将来のナース仲間とな
る学生さん達が、署名をして下さいました。ナース
ウェーブの意義を理解してもらえる機会に、ほん
のひとカケラの興味を示してもらえた事は、大変
喜ばしい気持ちでした。
　他人事だった私がこの活動を通して、「自分事
だよ」と誰かに伝え続けることの必要性を、強く
実感できた参加となりました。ありがとうござい
ました。

グループワーク後の
発表をする寺本さん

社会へ訴え看護師不足改善させよう社会へ訴え看護師不足改善させよう
知って知らせて組織する☆仙台でナースウェーブ

　
今
集
会
で
は
、
講
師
に
よ
る
学

習
講
演
で
は
な
く
、「
実
例
か
ら

学
ぶ
　
看
護
師
の
賃
金
労
働
条
件

向
上
と
組
合
の
役
割
」
と
題
し
て

４
本
の
特
別
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
は
、 

①
秋
厚
労
・
畠
輝
義
書

記
長
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
取

り
組
み
、 

②
茨
厚
労
・
井
頭
健
一

中
央
執
行
委
員
と
吉
井
京
湖
書
記

次
長
「
看
護
団
交
の
取
り
組
み
」、 

③
三
厚
労
・
前
川
豊
彦
支
部
看
護

委
員
長
「
看
護
委
員
会
活
動
報

告
」、 

④
広
厚
労
・
徳
本
美
由
紀

副
執
行
委
員
長
「
広
島
・
吉
田
病

院
の
議
員
要
請
と
財
政
支
援
」
で
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１
県
ず
つ
担
当

し
ま
し
た
。
現
場
で
実
際
に
行
っ

て
い
る
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
成
果
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
運
動
を
推
進
す
る
中
で
の
障

壁
や
、
困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験

な
ど
の
生
々
し
い
話
に
、
参
加
者

が
真
剣
に
聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
年
で
３
年
目
に
な
る
ナ
ー
ス

ウ
ェ
ー
ブ
は
、仙
台
駅
西
口
で
行
い
、

宮
城
県
医
労
連
か
ら
応
援
と
宣
伝

物
資
支
援
も
頂
き
ま
し
た
。
30
分

の
署
名
宣
伝
行
動
で
増
員
署
名
２

４
８
筆
を
集
め
ま
し
た
。
看
護
学

生
や
、
介
護
を
専
攻
し
て
い
る
学

生
た
ち
、
看
護
師
の
親
御
さ
ん
な

ど
、
エ
ー
ル
の
言
葉
と
共
に
快
く

署
名
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
宣
伝
行
動
を
終
え
た
参
加
者

か
ら
は
「
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
や

っ
て
よ
か
っ
た
」「
看
護
師
頑
張

っ
て
と
言
っ
て
貰
え
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
」「
自
分
の
病
院
の
看

護
師
全
員
と
一
緒
に
や
り
た
い
と

思
え
た
」
な
ど
の
感
想
を
頂
き
ま

し
た
。

マイクを持ち秋田の実情を
訴える塚本さん

参加者の声☆彡
第37回看護集会の参加者にインタビューしました。 「参加したきっかけ」　　「参加しての感想」Ａ Ｂ

昨年も参加し
慣れた様子の小島さん

署名班で活躍する降籏さん

　
10
月
17
日
か
ら
２
日
間
、Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
ー
仙
台
に
て
全
厚
労

第
38
回
看
護
集
会
を
開
催
。
14
県
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
９
月
号
の
答
え
は
「
ア
キ
ノ
ヨ
ナ
ガ
」
で
、
当
選
倍
率
は
４
・

１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2025年12月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　茨厚労で書記長を務めている飛田です。
　私は水戸協同病院で理学療法士として勤務
し、主に整形外科やスポーツ領域の患者様を担
当しています。
　組合では「働きやすい職場環境とは？」を考
えながら活動させていただいております。
　MBTIは ENFJ-T（指揮官）。趣味はサーフイ
ンとピラティスです。アラフォーに近づくと同時
に衰えを感じ始めたので、言い訳せずに自分の
身体と向き合う時間を作っていきたいです。少
しでも「働きやすい職場づくり」に貢献すべく
組合活動に取り組みます！

　皆様、はじめまして。来年度から広厚労広
島支部で書記長を務める予定の菅原直秀と申
します。広島県西部にあるJA広島総合病院
で臨床工学技士として勤めています。
　本格的に2024年度から組合活動に携わっ
ており、未熟ではありますが、周囲の皆様の
力も借りながら組合活動のサポートにあたっ
ています。
　JA広島総合病院を含む県内3病院では「ハ
ラスメント撲滅宣言」を掲げており、ハラス
メント問題の大小に関わらず、発生した事象については職場と共に真
摯に向き合い、誠実に対応していきたいと考えています。
　今後とも日々精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

茨城　飛田広大さん

広島　菅原直秀さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第211回は茨城・広島にお願い
しました。

ＩＬＯ（あいえるおー）：国際労働機構の略称。第１次世
界大戦後､国際連盟の機関として設立｡第２次世界大戦後、
国際連合の専門機関となる｡ILOの構成と運営は、労働者・
使用者・政府の三者からなり、国連加盟国の労働条件、
生活条件の引き上げについて基準として条約を定め､条
約を批准した国に対して勧告を行うことを任務としてい
る｡採択された条約・勧告は各国で適用、法制化されな
ければ意味をなさず、ILOでは適用状況の審査・条約批
准促進の仕組みを設け、各国政府はその基準の国内適用
について報告をILO事務局に提出しなければならない。

　医労連共済は、組合員・家族を対象とした労働組合の
助けあい制度です。職場の仲間を対象に共済説明会を開
催して、暮らしの備えに安い掛金・大きな保障の医労連共
済への加入を勧めましょう。

◆毎月「お守り」のつもりでかけてい
ます。今まで、台風で屋根瓦がずれ

た時や、入院・休業の際に給付をいただきました。民間保
険は営利目的重視が当たり前です。助け
合いの精神が一番有利だと思っています。
◆切迫流産で２カ月病休となりました。夜
勤手当や時間外手当がもらえなかったた
め、今回の給付はとても大きいものでした。
妊婦さんが何かあってもこういった制度
があることで、皆さんが安心して休むこ
とができるのだと感じました。

助けあいの医労連共済で
仲間を増やそう

助けあいの医労連共済で
仲間を増やそう

加入者からの声

労働組合用語集

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

　
今
年
は
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、

最
近
は
朝
晩
涼
し
く
よ
く
眠
れ
る

よ
う
に
な
り
、
食
欲
も
出
て
き
て

秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。    

（
福
島
）

―
―
秋
を
感
じ
始
め
て
す
ぐ
に
冬

到
来
？
今
年
は
寒
く
な
る
の

も
早
く
秋
は
何
処
に
行
っ
た

の
だ
ろ
う
？
熊
出
没
増
と
何

か
関
係
あ
る
か
も
？（

Ｋ
Ｕ
）

　　
今
日
は
い
い
報
告
聞
い
て
く
だ

さ
い
！
な
ん
と
４
年
目
の
後
輩
が
、

組
合
の
加
入
用
紙
を
持
っ
て
き
て

く
れ
ま
し
た
〜
！
私
が
以
前
教
育

担
当
を
し
て
い
た
後
輩
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
前
々
か
ら
労
組
の

い
い
と
こ
ろ
や
必
要
性
を
伝
え
て

い
た
の
で
す
が…

リ
ク
ル
ー
ト
成

功
し
ま
し
た
〜
！
や
っ
た
あ
〜                

（
茨
城
）

―
―
素
晴
ら
し
い
リ
ク
ル
ー
ト
で

す
ね
！
後
輩
の
未
来
に
安
心

感
と
い
う
名
の
保
険
を
か
け

た
先
輩
は
組
合
の
救
世
主
で

す
！
労
組
パ
ワ
ー
で
、
ま
す

ま
す
良
い
職
場
に
。 （
Ｈ
Ｌ
）

　
秋
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
！
美
味

し
い
レ
シ
ピ
を
漁
る
日
々
で
す
。

毎
晩
の
献
立
を
考
え
る
主
婦
に
、

な
ん
か
お
す
す
め
の
レ
シ
ピ
教
え

て
く
だ
さ
い
〜
！      

　（
広
島
）

―
―
秘
伝
の
レ
シ
ピ
を
お
伝
え
し

ま
す
。
い
つ
も
の
炒
飯
に
、

ち
く
わ
を
小
さ
く
切
っ
て
追

加
。
味
付
け
は
白
だ
し
の
み
。

誰
に
も
教
え
な
い
で
く
だ
さ

い
★                  （
Ｏ
Ｋ
）

　
自
民
党
総
裁
選
で
各
候
補
者
が

物
価
高
対
策
、
賃
金
上
昇
を
挙
げ

て
い
た
が
医
療
職
は
賃
金
が
上
が

り
に
く
い
仕
事
で
す
。
中
央
か
ら
、

地
方
か
ら
声
を
挙
げ
て
働
き
続
け

や
す
い
環
境
や
賃
金
に
な
っ
て
い

け
る
よ
う
労
働
組
合
の
活
動
を
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。（岐

阜
）

―
―
た
だ
い
ま
「
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
等
で
「
動
い
て
動
い
て

動
い
て
」
い
ま
す
。
一
緒
に

動
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
Ｔ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
首
相
は
、
補
助

金
を
２
０
２
５
年

度
補
正
予
算
案
に

盛
り
込
む
こ
と
を

今
国
会
で
成
立
さ

せ
る
方
針
だ
。「
改

定
を
待
た
ず
経
営

の
改
善
や
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
な

が
る
措
置
を
講
じ

る
な
ど
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対

応
す
る
」
と
強
調

し
た
。
全
厚
労
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
も
準
備
期
間
が

短
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
今
大
切
な
の
は
ス

ピ
ー
ド
感
だ
。
救
急
対
応
は

医
療
だ
け
で
は
な
い
。
経
営

に
も
必
要
な
の
だ
。（
Ａ
Ｋ
）

担
当
で
は
な
い
の
で
明
確
な
回

答
は
難
し
い
」
と
し
な
が
ら
も

「
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
れ
る

の
か
検
討
を
す
す
め
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
現
場
と
、
診
療
報
酬
改
定
を

議
論
す
る
中
医
協
に

乖
離
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
最
大
の
医
療
産

別
で
あ
る
日
本
医
労

連
の
推
薦
の
機
会
を

求
め
、
医
療
・
介
護

現
場
で
働
い
て
い
る

労
働
者
の
意
見
が
出

せ
る
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
旨
を
伝
え
ま

し
た
。

　
岩
本
委
員
長
は「
迅

速
に
対
応
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
が
必
要
。
我
々

と
目
指
す
方
向
は
同

じ
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
交
渉

の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
厚
労
は
今
後
も
、
国
会
や

関
係
省
庁
へ
の
要
請
で
政
府
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

医
療
・
介
護
施
設
へ
の

対
応
は
待
っ
た
な
し

　
11
月
４
日
、
全
厚
労
は
秋
闘

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
前
半
を
終
え
、

中
央
執
行
委
員
会
と
厚
労
省
交

渉
を
24
名
の
参
加
で
行
い
ま
し

た
。

　
初
の
女
性
首
相
と
な
っ
た
高

市
早
苗
氏
が
所
信
表
明
演
説
に

て
「
診
療
報
酬
改
定
を
待
た
ず

に
、
経
営
の
改
善
お
よ
び
従
業

者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
補

助
金
を
措
置
す
る
」
と
い
っ
た

考
え
を
示
し
ま
し
た
が
、
交
渉

で
は
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
」
以

上
の
考
え
方
は
話
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
積
極
的
な
受

入
れ
対
応
や
、
要
請
行
動
を
重

ね
た
こ
と
に
よ
り
、
厚
生
連
が

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
厚
労
省
は
十
分
に
認
識
し
、

医
療
・
介
護
現
場
の
処
遇
改
善

が
必
要
で
あ
る
と
の
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
渉
で
は
他
産
業
の
賃
上
げ

に
追
い
つ
い
て
い
な

い
医
療
・
介
護
労
働

者
の
実
情
や
、
光
熱

費
増
・
物
価
変
動
に

対
応
し
た
公
定
価
格

（
診
療
報
酬
）
の
ス

ラ
イ
ド
制
の
導
入
を

新
た
に
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
病
院
薬
剤
師

の
不
足
に
つ
い
て
配

置
基
準
の
引
き
上
げ

と
、
診
療
報
酬
の
引

上
げ
の
要
求
。「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
」
の
抜
本
的
改
善
と

恒
常
化
、「
看
護
職
員
処
遇
改

善
評
価
料
」
の
整
理
・
統
合
と

現
場
の
分
断
解
消
、
介
護
分
野

の
処
遇
と

基
盤
強
化

等
に
つ
い

て
求
め
ま

し
た
。

 

労
働
者
の
手
元
に

届
く
政
策
を

　
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
是
正

へ
の
支
援
や
、
ス
ラ
イ
ド
制
導

入
の
要
求
に
関
し
て
厚
労
省
は
、

「
総
理
の
意
向
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
現
場
で
働
く
幅
広
い
職

種
に
対
し
処
遇
改
善
、
経
営
改

善
を
支
援
す
る
対
策
を
補
正
予

算
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

骨
太
の
方
針
２
０
２
５
を
踏
ま

え
つ
つ
診
療
報
酬
改
定
の
内
容

に
つ
い
て
は
中
医
協
で
議
論
し

て
い
く
」
と
し
、
具
体
的
な
内

容
や
交
付
時
期
に
つ
い
て
の
明

言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
岩
本
執
行
委
員
長
は
、
前
年

度
の
「
生
産
性
向
上
・
職
場
環

境
整
備
等
支
援
事
業
（
許
可
病

床
数×

４
万
円
）」
給
付
金
も

届
い
て
い
な
い
状
況
や
、
年
末

一
時
金
に
つ
い
て
「
経
営
者
か

ら
は
赤
字
と
言
わ
れ
、
医
療
従

事
者
が
安
心
し
て
年
末
年
始
を

過
ご
せ
る
か
は
助
成
金
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
迅
速
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
発
言
。
要
請

団
か
ら
も
、
公
的
医
療
機
関
で

も
っ
と
も
人
口
密
度
の
低
い
と

こ
ろ
を
担
っ
て
い
る
厚
生
連
に

と
っ
て
医
業
収
益
で
の
純
利
益

は
ほ
ぼ
無
く
、
自
治
体
か
ら
の

補
助
金
や
特
別
交
付
金
を
貰
っ

て
運
営
し
て
い
る
こ
と
。
中
山

間
地
の
働
き
手
は
不
足
し
、
来

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
を
待
っ

て
い
て
は
病
院
・
施
設
の
存
続

が
で
き
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
材
料
費
や
光
熱
費
の
高
騰
に

対
応
で
き
る
公
定
価
格
の
要
求

に
対
し
て
、
厚
労
省
は
「
物
価

や
賃
金
の
状
況
の
ほ
か
、
国
の

財
政
状
況
、
保
険
料
等
も
あ
る

の
で
、
全
く
検
討
し
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
慎
重
に
議
論

が
必
要
と
思
っ
て
い
る
」
と
、

発
言
し
ま
し
た
。

看
護
の
担
い
手
不
足

危
機
感
を
も
っ
て

　
現
場
実
態
の
把
握
と
政
策
反

映
の
要
求
で
は
、
厚
労
省
へ
医

療
労
働
団
体
や
学
会
等
と
協
働

し
、
夜
勤
実
態
や
離
職
要
因
な

ど
の
調
査
を
実
施
し
、
診
療
報

酬
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　
厚
労
省
は
「
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
登
録
デ
ー
タ
に
基
づ
き
継
続

的
に
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

医
師
に
つ
い
て
も
勤
務
実
態
の

把
握
調
査
等
を
実
施
し
て
い

る
」
と
し
、
看
護
師
の
離
職
に

つ
い
て
「
厳
し
い
状
況
の
中
で

働
か
れ
て
い
る
こ
と
は
重
々
承

知
し
て
い
る
。
復
職
支
援
の
実

態
把
握
を
し
な
が
ら
実
際
に
働

く
現
場
の
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
看
護
師
が

新
し
く
入
っ
て
き
て
も
や
め
て

し
ま
う
実
態
や
、
看
護
学
校
の

定
員
割
れ
や
閉
校
で
担
い
手
不

足
の
状
況
を
訴
え
ま
し
た
が
、

担
当
官
は
「
学
生
を
確
保
す
る

地域の実情を伝える参加者

（要請書の詳細）

　25年度の地域別最低賃金は39道府県で
国の審議会が示した引き上げ額の目安を上
回り、最高額1226円（東京）と最低額1023
円（高知・宮崎・沖縄）と金額差はあるもの
の、地域間格差の解消をめざす流れが強まっ
ています。
　一方で発効日の大幅な先送りが急増し、
11月以降の発効が27府県、
秋田県では26年3月末からの
発行と、新たな地域間格差が
生れています。

（全国最低賃金一覧・厚労省ＨＰ）

要請書を手渡す岩本委員長

（
16
）

　
近
年
の
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
、
日
本
の
特
徴
で
も
あ
る
「
四

季
」
が
「
二
季
」
に
近
づ
い
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
９
月
以
降
、
真
夏
の
暑
さ

が
続
き
ま
し
た
が
、
10
月
半
ば

か
ら
は
一
気
に
冷
え
、
秋
を
感

じ
る
時
期
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
夏
の
間
、

暑
く
て
外
出
を
控
え
て
い
た
ら
、

今
度
は
寒
く
な
っ
て
き
て
、
い
つ

の
間
に
か
す
っ
か
り
家
に
こ
も
り

き
り
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
外
出
の
機
会
が
減
る
と
、
気

が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
体
力
低

下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
体
力

は
年
齢
と
共
に
自
然
に
落
ち
る

も
の
で
す
が
、
運
動
不
足
や
食

事
・
睡
眠
が
十
分
に
と
れ
て
い

な
い
こ
と
も
影
響
し
ま
す
。
外

に
出
な
い
と
体
が
疲
れ
な
い
の

で
、
食
欲
も
わ
か
ず
、
な
か
な

か
眠
く
な
ら
な
い
悪
循
環
を
招

く
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
体
力
が
低
下
す
る
と
、

疲
れ
や
す
く
な
り
、「
や
る
気
が

で
な
い
」「
億
劫
（
お
っ
く
う
）」

と
い
っ
た
心
の
不
調
を
感
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
心
身
の
健
康
は

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
体
力
低

下
を
放
置
す
る
と
メ
ン

タ
ル
面
へ
の
影
響
も
免

れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
少
し
ず
つ

で
も
動
く
こ
と
を
心
掛

け
て
み
ま
し
ょ
う
。
１

日
に
１
度
は
必
ず
、
散
歩
を
す

る
。
宅
配
ば
か
り
で
な
く
買
い

物
に
行
く
。
い
つ
も
の
店
よ
り
遠

い
店
に
わ
ざ
わ
ざ
行
く
な
ど
で

構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
強
い
意

志
が
な
く
て
も
、
続
け
や
す
く

な
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
力
を
注
ぐ
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
例
え
ば
、
散
歩
に
出
や
す

い
よ
う
に
コ
ー
ト
を
玄
関
に
用
意

し
て
お
く
、
散
歩
の
時
間
を
決

め
て
ア
ラ
ー
ム
を
鳴
ら
す
、
一
人

で
で
き
な
い
な
ら
、
誰
か
と
一
緒

に
す
る
、
散
歩
に
で
た
ら
小
さ

な
ご
ほ
う
び
を
用
意
す
る
な
ど
、

自
分
で
で
き
そ
う
な
方
法
を
選

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

１
日
１
度
は
外
出
し
心
身
の
健
康
守
ろ
う

山本晴義先生

現
場
は
限
界「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
」

現
場
は
限
界「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
」

すべての都道府県で
千円越え

すべての都道府県で
千円越え

すべての都道府県で
千円越え

すべての都道府県で
千円越え

25
秋
・
厚
労
省
交
渉
で
医
療・介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
訴
え

（3） 2025年11月20日 第540号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2025年11月20日 第540号全 厚 労 ニ ュ ー ス

https://www.zenkouro.org/?p=3265
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/minimumichiran/index.html


当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
の
結
果
は
発
送
を
も

っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
９
月
号
の
答
え
は
「
ア
キ
ノ
ヨ
ナ
ガ
」
で
、
当
選
倍
率
は
４
・

１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

締め切り：2025年12月末日　消印有効
あて先：〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係
読者の声・クイズ答えはQRコードよりスマホから投稿できます♪

頑張る仲間

　茨厚労で書記長を務めている飛田です。
　私は水戸協同病院で理学療法士として勤務
し、主に整形外科やスポーツ領域の患者様を担
当しています。
　組合では「働きやすい職場環境とは？」を考
えながら活動させていただいております。
　MBTIは ENFJ-T（指揮官）。趣味はサーフイ
ンとピラティスです。アラフォーに近づくと同時
に衰えを感じ始めたので、言い訳せずに自分の
身体と向き合う時間を作っていきたいです。少
しでも「働きやすい職場づくり」に貢献すべく
組合活動に取り組みます！

　皆様、はじめまして。来年度から広厚労広
島支部で書記長を務める予定の菅原直秀と申
します。広島県西部にあるJA広島総合病院
で臨床工学技士として勤めています。
　本格的に2024年度から組合活動に携わっ
ており、未熟ではありますが、周囲の皆様の
力も借りながら組合活動のサポートにあたっ
ています。
　JA広島総合病院を含む県内3病院では「ハ
ラスメント撲滅宣言」を掲げており、ハラス
メント問題の大小に関わらず、発生した事象については職場と共に真
摯に向き合い、誠実に対応していきたいと考えています。
　今後とも日々精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたし
ます。

茨城　飛田広大さん

広島　菅原直秀さん

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第211回は茨城・広島にお願い
しました。

ＩＬＯ（あいえるおー）：国際労働機構の略称。第１次世
界大戦後､国際連盟の機関として設立｡第２次世界大戦後、
国際連合の専門機関となる｡ILOの構成と運営は、労働者・
使用者・政府の三者からなり、国連加盟国の労働条件、
生活条件の引き上げについて基準として条約を定め､条
約を批准した国に対して勧告を行うことを任務としてい
る｡採択された条約・勧告は各国で適用、法制化されな
ければ意味をなさず、ILOでは適用状況の審査・条約批
准促進の仕組みを設け、各国政府はその基準の国内適用
について報告をILO事務局に提出しなければならない。

　医労連共済は、組合員・家族を対象とした労働組合の
助けあい制度です。職場の仲間を対象に共済説明会を開
催して、暮らしの備えに安い掛金・大きな保障の医労連共
済への加入を勧めましょう。

◆毎月「お守り」のつもりでかけてい
ます。今まで、台風で屋根瓦がずれ

た時や、入院・休業の際に給付をいただきました。民間保
険は営利目的重視が当たり前です。助け
合いの精神が一番有利だと思っています。
◆切迫流産で２カ月病休となりました。夜
勤手当や時間外手当がもらえなかったた
め、今回の給付はとても大きいものでした。
妊婦さんが何かあってもこういった制度
があることで、皆さんが安心して休むこ
とができるのだと感じました。

助けあいの医労連共済で
仲間を増やそう

助けあいの医労連共済で
仲間を増やそう

加入者からの声

労働組合用語集

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

ド
ク
タ
ー
山
本
晴
義
の

心
の
相
談
室

　
今
年
は
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、

最
近
は
朝
晩
涼
し
く
よ
く
眠
れ
る

よ
う
に
な
り
、
食
欲
も
出
て
き
て

秋
を
感
じ
て
い
ま
す
。    

（
福
島
）

―
―
秋
を
感
じ
始
め
て
す
ぐ
に
冬

到
来
？
今
年
は
寒
く
な
る
の

も
早
く
秋
は
何
処
に
行
っ
た

の
だ
ろ
う
？
熊
出
没
増
と
何

か
関
係
あ
る
か
も
？（

Ｋ
Ｕ
）

　　
今
日
は
い
い
報
告
聞
い
て
く
だ

さ
い
！
な
ん
と
４
年
目
の
後
輩
が
、

組
合
の
加
入
用
紙
を
持
っ
て
き
て

く
れ
ま
し
た
〜
！
私
が
以
前
教
育

担
当
を
し
て
い
た
後
輩
だ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
前
々
か
ら
労
組
の

い
い
と
こ
ろ
や
必
要
性
を
伝
え
て

い
た
の
で
す
が…

リ
ク
ル
ー
ト
成

功
し
ま
し
た
〜
！
や
っ
た
あ
〜                

（
茨
城
）

―
―
素
晴
ら
し
い
リ
ク
ル
ー
ト
で

す
ね
！
後
輩
の
未
来
に
安
心

感
と
い
う
名
の
保
険
を
か
け

た
先
輩
は
組
合
の
救
世
主
で

す
！
労
組
パ
ワ
ー
で
、
ま
す

ま
す
良
い
職
場
に
。 （
Ｈ
Ｌ
）

　
秋
と
い
え
ば
食
欲
の
秋
！
美
味

し
い
レ
シ
ピ
を
漁
る
日
々
で
す
。

毎
晩
の
献
立
を
考
え
る
主
婦
に
、

な
ん
か
お
す
す
め
の
レ
シ
ピ
教
え

て
く
だ
さ
い
〜
！      

　（
広
島
）

―
―
秘
伝
の
レ
シ
ピ
を
お
伝
え
し

ま
す
。
い
つ
も
の
炒
飯
に
、

ち
く
わ
を
小
さ
く
切
っ
て
追

加
。
味
付
け
は
白
だ
し
の
み
。

誰
に
も
教
え
な
い
で
く
だ
さ

い
★                  （
Ｏ
Ｋ
）

　
自
民
党
総
裁
選
で
各
候
補
者
が

物
価
高
対
策
、
賃
金
上
昇
を
挙
げ

て
い
た
が
医
療
職
は
賃
金
が
上
が

り
に
く
い
仕
事
で
す
。
中
央
か
ら
、

地
方
か
ら
声
を
挙
げ
て
働
き
続
け

や
す
い
環
境
や
賃
金
に
な
っ
て
い

け
る
よ
う
労
働
組
合
の
活
動
を
継

続
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。（岐

阜
）

―
―
た
だ
い
ま
「
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
等
で
「
動
い
て
動
い
て

動
い
て
」
い
ま
す
。
一
緒
に

動
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
Ｔ
）

つぶやき教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　
首
相
は
、
補
助

金
を
２
０
２
５
年

度
補
正
予
算
案
に

盛
り
込
む
こ
と
を

今
国
会
で
成
立
さ

せ
る
方
針
だ
。「
改

定
を
待
た
ず
経
営

の
改
善
や
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
な

が
る
措
置
を
講
じ

る
な
ど
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
対

応
す
る
」
と
強
調

し
た
。
全
厚
労
の

キ
ャ
ラ
バ
ン
も
準
備
期
間
が

短
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
今
大
切
な
の
は
ス

ピ
ー
ド
感
だ
。
救
急
対
応
は

医
療
だ
け
で
は
な
い
。
経
営

に
も
必
要
な
の
だ
。（
Ａ
Ｋ
）

担
当
で
は
な
い
の
で
明
確
な
回

答
は
難
し
い
」
と
し
な
が
ら
も

「
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
れ
る

の
か
検
討
を
す
す
め
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
現
場
と
、
診
療
報
酬
改
定
を

議
論
す
る
中
医
協
に

乖
離
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
最
大
の
医
療
産

別
で
あ
る
日
本
医
労

連
の
推
薦
の
機
会
を

求
め
、
医
療
・
介
護

現
場
で
働
い
て
い
る

労
働
者
の
意
見
が
出

せ
る
よ
う
検
討
し
て

ほ
し
い
旨
を
伝
え
ま

し
た
。

　
岩
本
委
員
長
は「
迅

速
に
対
応
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
が
必
要
。
我
々

と
目
指
す
方
向
は
同

じ
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
交
渉

の
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　
全
厚
労
は
今
後
も
、
国
会
や

関
係
省
庁
へ
の
要
請
で
政
府
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

医
療
・
介
護
施
設
へ
の

対
応
は
待
っ
た
な
し

　
11
月
４
日
、
全
厚
労
は
秋
闘

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
前
半
を
終
え
、

中
央
執
行
委
員
会
と
厚
労
省
交

渉
を
24
名
の
参
加
で
行
い
ま
し

た
。

　
初
の
女
性
首
相
と
な
っ
た
高

市
早
苗
氏
が
所
信
表
明
演
説
に

て
「
診
療
報
酬
改
定
を
待
た
ず

に
、
経
営
の
改
善
お
よ
び
従
業

者
の
処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
補

助
金
を
措
置
す
る
」
と
い
っ
た

考
え
を
示
し
ま
し
た
が
、
交
渉

で
は
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
」
以

上
の
考
え
方
は
話
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
の
積
極
的
な
受

入
れ
対
応
や
、
要
請
行
動
を
重

ね
た
こ
と
に
よ
り
、
厚
生
連
が

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
厚
労
省
は
十
分
に
認
識
し
、

医
療
・
介
護
現
場
の
処
遇
改
善

が
必
要
で
あ
る
と
の
姿
勢
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
渉
で
は
他
産
業
の
賃
上
げ

に
追
い
つ
い
て
い
な

い
医
療
・
介
護
労
働

者
の
実
情
や
、
光
熱

費
増
・
物
価
変
動
に

対
応
し
た
公
定
価
格

（
診
療
報
酬
）
の
ス

ラ
イ
ド
制
の
導
入
を

新
た
に
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
病
院
薬
剤
師

の
不
足
に
つ
い
て
配

置
基
準
の
引
き
上
げ

と
、
診
療
報
酬
の
引

上
げ
の
要
求
。「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
」
の
抜
本
的
改
善
と

恒
常
化
、「
看
護
職
員
処
遇
改

善
評
価
料
」
の
整
理
・
統
合
と

現
場
の
分
断
解
消
、
介
護
分
野

の
処
遇
と

基
盤
強
化

等
に
つ
い

て
求
め
ま

し
た
。

 

労
働
者
の
手
元
に

届
く
政
策
を

　
他
産
業
と
の
賃
金
格
差
是
正

へ
の
支
援
や
、
ス
ラ
イ
ド
制
導

入
の
要
求
に
関
し
て
厚
労
省
は
、

「
総
理
の
意
向
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、
現
場
で
働
く
幅
広
い
職

種
に
対
し
処
遇
改
善
、
経
営
改

善
を
支
援
す
る
対
策
を
補
正
予

算
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

骨
太
の
方
針
２
０
２
５
を
踏
ま

え
つ
つ
診
療
報
酬
改
定
の
内
容

に
つ
い
て
は
中
医
協
で
議
論
し

て
い
く
」
と
し
、
具
体
的
な
内

容
や
交
付
時
期
に
つ
い
て
の
明

言
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
岩
本
執
行
委
員
長
は
、
前
年

度
の
「
生
産
性
向
上
・
職
場
環

境
整
備
等
支
援
事
業
（
許
可
病

床
数×

４
万
円
）」
給
付
金
も

届
い
て
い
な
い
状
況
や
、
年
末

一
時
金
に
つ
い
て
「
経
営
者
か

ら
は
赤
字
と
言
わ
れ
、
医
療
従

事
者
が
安
心
し
て
年
末
年
始
を

過
ご
せ
る
か
は
助
成
金
に
か
か

っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
迅
速
に
対
応
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
発
言
。
要
請

団
か
ら
も
、
公
的
医
療
機
関
で

も
っ
と
も
人
口
密
度
の
低
い
と

こ
ろ
を
担
っ
て
い
る
厚
生
連
に

と
っ
て
医
業
収
益
で
の
純
利
益

は
ほ
ぼ
無
く
、
自
治
体
か
ら
の

補
助
金
や
特
別
交
付
金
を
貰
っ

て
運
営
し
て
い
る
こ
と
。
中
山

間
地
の
働
き
手
は
不
足
し
、
来

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
を
待
っ

て
い
て
は
病
院
・
施
設
の
存
続

が
で
き
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

　
材
料
費
や
光
熱
費
の
高
騰
に

対
応
で
き
る
公
定
価
格
の
要
求

に
対
し
て
、
厚
労
省
は
「
物
価

や
賃
金
の
状
況
の
ほ
か
、
国
の

財
政
状
況
、
保
険
料
等
も
あ
る

の
で
、
全
く
検
討
し
て
い
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
慎
重
に
議
論

が
必
要
と
思
っ
て
い
る
」
と
、

発
言
し
ま
し
た
。

看
護
の
担
い
手
不
足

危
機
感
を
も
っ
て

　
現
場
実
態
の
把
握
と
政
策
反

映
の
要
求
で
は
、
厚
労
省
へ
医

療
労
働
団
体
や
学
会
等
と
協
働

し
、
夜
勤
実
態
や
離
職
要
因
な

ど
の
調
査
を
実
施
し
、
診
療
報

酬
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　
厚
労
省
は
「
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
登
録
デ
ー
タ
に
基
づ
き
継
続

的
に
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

医
師
に
つ
い
て
も
勤
務
実
態
の

把
握
調
査
等
を
実
施
し
て
い

る
」
と
し
、
看
護
師
の
離
職
に

つ
い
て
「
厳
し
い
状
況
の
中
で

働
か
れ
て
い
る
こ
と
は
重
々
承

知
し
て
い
る
。
復
職
支
援
の
実

態
把
握
を
し
な
が
ら
実
際
に
働

く
現
場
の
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
看
護
師
が

新
し
く
入
っ
て
き
て
も
や
め
て

し
ま
う
実
態
や
、
看
護
学
校
の

定
員
割
れ
や
閉
校
で
担
い
手
不

足
の
状
況
を
訴
え
ま
し
た
が
、

担
当
官
は
「
学
生
を
確
保
す
る

地域の実情を伝える参加者

（要請書の詳細）

　25年度の地域別最低賃金は39道府県で
国の審議会が示した引き上げ額の目安を上
回り、最高額1226円（東京）と最低額1023
円（高知・宮崎・沖縄）と金額差はあるもの
の、地域間格差の解消をめざす流れが強まっ
ています。
　一方で発効日の大幅な先送りが急増し、
11月以降の発効が27府県、
秋田県では26年3月末からの
発行と、新たな地域間格差が
生れています。

（全国最低賃金一覧・厚労省ＨＰ）

要請書を手渡す岩本委員長

（
16
）

　
近
年
の
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
、
日
本
の
特
徴
で
も
あ
る
「
四

季
」
が
「
二
季
」
に
近
づ
い
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
９
月
以
降
、
真
夏
の
暑
さ

が
続
き
ま
し
た
が
、
10
月
半
ば

か
ら
は
一
気
に
冷
え
、
秋
を
感

じ
る
時
期
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
状
況
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
夏
の
間
、

暑
く
て
外
出
を
控
え
て
い
た
ら
、

今
度
は
寒
く
な
っ
て
き
て
、
い
つ

の
間
に
か
す
っ
か
り
家
に
こ
も
り

き
り
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
外
出
の
機
会
が
減
る
と
、
気

が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
体
力
低

下
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
体
力

は
年
齢
と
共
に
自
然
に
落
ち
る

も
の
で
す
が
、
運
動
不
足
や
食

事
・
睡
眠
が
十
分
に
と
れ
て
い

な
い
こ
と
も
影
響
し
ま
す
。
外

に
出
な
い
と
体
が
疲
れ
な
い
の

で
、
食
欲
も
わ
か
ず
、
な
か
な

か
眠
く
な
ら
な
い
悪
循
環
を
招

く
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
体
力
が
低
下
す
る
と
、

疲
れ
や
す
く
な
り
、「
や
る
気
が

で
な
い
」「
億
劫
（
お
っ
く
う
）」

と
い
っ
た
心
の
不
調
を
感
じ
や
す

く
な
り
ま
す
。
心
身
の
健
康
は

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、
体
力
低

下
を
放
置
す
る
と
メ
ン

タ
ル
面
へ
の
影
響
も
免

れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
少
し
ず
つ

で
も
動
く
こ
と
を
心
掛

け
て
み
ま
し
ょ
う
。
１

日
に
１
度
は
必
ず
、
散
歩
を
す

る
。
宅
配
ば
か
り
で
な
く
買
い

物
に
行
く
。
い
つ
も
の
店
よ
り
遠

い
店
に
わ
ざ
わ
ざ
行
く
な
ど
で

構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
強
い
意

志
が
な
く
て
も
、
続
け
や
す
く

な
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
る
こ

と
に
力
を
注
ぐ
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
例
え
ば
、
散
歩
に
出
や
す

い
よ
う
に
コ
ー
ト
を
玄
関
に
用
意

し
て
お
く
、
散
歩
の
時
間
を
決

め
て
ア
ラ
ー
ム
を
鳴
ら
す
、
一
人

で
で
き
な
い
な
ら
、
誰
か
と
一
緒

に
す
る
、
散
歩
に
で
た
ら
小
さ

な
ご
ほ
う
び
を
用
意
す
る
な
ど
、

自
分
で
で
き
そ
う
な
方
法
を
選

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

１
日
１
度
は
外
出
し
心
身
の
健
康
守
ろ
う

山本晴義先生

現
場
は
限
界「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
」

現
場
は
限
界「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
を
」

すべての都道府県で
千円越え

すべての都道府県で
千円越え

すべての都道府県で
千円越え

すべての都道府県で
千円越え

25
秋
・
厚
労
省
交
渉
で
医
療・介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
訴
え

（3） 2025年11月20日 第540号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2025年11月20日 第540号全 厚 労 ニ ュ ー ス
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「
現
場
の
声
」が
世
論
動
か
す

「
現
場
の
声
」が
世
論
動
か
す

ま
し
た
。
11
月
６
日
、
岐
厚
労

役
員
４
名
と
と
も
に
、市
長
会
・

町
村
会
と
の
懇
談
を
行
っ
た
後
、

県
庁
に
向
か
い
要
請
。
担
当
者

へ
、
医
療
・
介
護
人
材
流
出
の

課
題
や
医
療
機
関
の
赤
字
状
況

等
に
つ
い
て
訴
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
あ
る
支
援
措
置
を
求
め
ま
し

た
。
こ
こ
で
も
マ
ス
コ
ミ
２
社

か
ら
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
静
岡
県
の
市
長

会
・
町
村
会
懇
談
と
県
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
要
請
団
は
全
国

的
に
も
経
営
の
厳
し
い
静
岡
県

厚
生
連
の
状
況
や
現
場
の
処
遇

実
態
を
伝
え
、
県
の
支
援
強
化

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
静
岡
で

は
、
日
テ
レ
系
列
の
テ
レ
ビ
局

に
、「
今
日
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」

コ
ー
ナ
ー
で
、「
全
厚
労
が
医

療
・
介
護
報
酬
の
ア
ッ
プ
求
め

て
県
へ
要
請
」
と
事
前
報
道
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

所
閉
鎖
等
の
問
題
を
強
く
訴
え

ま
し
た
。

地
元
マ
ス
コ
ミ
の
反
応
も
上
々

世
論
の
高
ま
り
に
期
待
！

　
11
月
４
日
に
は
全
厚
労
中
執

に
よ
る
秋
の
厚
労
省
交
渉
（
２

面
詳
報
）
を
行
っ
た
後
、
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

に
入
り
、
岐
阜
県
へ
と
向
か
い

９
筆
、
介
護
署
名
１
１
２
筆
を

集
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
週
明
け
て
10
月
27
日
、
神
奈

川
県
へ
要
請
に
向
か
い
ま
し
た
。

県
か
ら
は
健
康
医
療
局
の
他
、

福
祉
こ
ど
も
み
ら
い
局
の
担
当

者
の
７
人
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
要
請
団
か
ら
は
、

低
処
遇
に
よ
る
資
格
者
の
他
産

業
へ
の
流
出
問
題
や
、
訪
問
介

護
料
の
引
き
下
げ
に
よ
る
事
業

う
声
が
全
国
で
あ
る
。
公
立
・

公
的
病
院
へ
の
支
援
は
重
要
だ

と
、
要
望
書
を
ま
と
め
11
月
に

県
や
国
会
議
員
、
省
庁
に
要
請

し
て
い
く
」
と
の
力
強
い
話
し

が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
長
野
で
は
、
業
界
紙
の

医
療
タ
イ
ム
ス
社
と
日
本
農
業

新
聞
信
越
支
局
か
ら
取
材
を
受

け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
後
、再
開
２
年
目
の

病
院
祭
に
て
署
名
宣
伝
行
動
も

　　
25
日
、
長
野
か
ら
茨
城
へ
向

か
い
、
と
り
で
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
「
第
28

回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
参
加

し
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
ア
ピ

ー
ル
と
署
名
宣
伝
行
動
に
合
流

し
て
き
ま
し
た
。
病
院
祭
は
コ

ロ
ナ
禍
で
中
断
し
、
今
年
で
復

活
２
年
目
と
の
こ
と
。
署
名
コ

ー
ナ
ー
で
は
、
増
員
署
名
１
２

県
と
し
て
も
厚
労
大
臣
へ
の
要

請
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
地
方
自
治
体
と
し
て

国
・
政
府
に
要
望
進
め
る

　
10
月
24
日
に
は
隣
県
の
長
野

県
に
向
か
い
、
長
厚
労
役
員
３

名
と
と
も
に
医
師
・
看
護
師
確

保
対
策
や
介
護
支
援
に
関
わ
る

課
の
課
長
補
佐
ら
と
懇
談
し
ま

し
た
。
要
請
団
か
ら
は
医
療
が

教
育
や
買
い
物
等
の
生
活
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
こ
と
や
自
治
体
の

財
政
力
と
補
助
金
の
額
に
よ
っ

て
病
院
の
経
営
状
況
に
格
差
が

生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
構
造

的
問
題
を
訴
え
て
全
国
知
事
会

会
長
と
な
っ
た
長
野

県
知
事
の
活
躍
に
期

待
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
市
長
会
・
町

村
会
と
の
懇
談
で
は
、

「
来
年
６
月
の
診
療

報
酬
改
定
待
ち
で
は

耐
え
ら
れ
な
い
と
言

新
潟
市
長
会
と
し
て
各
市
へ

医
療
現
場
の
声
を
伝
え
た
い

　
10
月
17
〜
18
日
、
仙
台
で
の

看
護
集
会
を
終
え
た
大
栗
書
記

長
は
、
翌
週
、
新
潟
・
富
山
・

長
野
の
北
信
越
３
県
を
駆
け
足

で
廻
り
ま
し
た
。

　
10
月
22
日
の
新
潟
県
要
請
で

は
、
新
厚
労
役
員
２
名
と
県
地

域
医
療
政
策
課
を
訪
れ
、
医
療

経
営
の
深
刻
さ
と
退
職
者
の
増

加
な
ど
の
切
実
な
実
態
を
訴
え

ま
し
た
。
県
で
も
地
域
医
療
確

保
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽

く
し
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
市
長
会
・
町
村
会
で
は
、

新
潟
県
の
広
域
性
や
地
域
差
問

題
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
他
、
全

厚
労
か
ら
提
供
し
た
「
一
言
メ

ッ
セ
ー
ジ
か
ら
の
提
言
書
」
や

「
現
場
の
声
」
を
各
首
長
へ
も

共
有
す
る
と
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
要
請
行
動
は
地
元
紙
の
新

潟
日
報
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
翌
23
日
の
富
山
県
要
請
で
は
、

富
厚
労
役
員
３
名
と
と
も
に
県

庁
・
市
長
会
町
村
会
を
訪
問
。

医
療
政
策
担
当
と
医
師
・
看
護

師
確
保
担
当
の
課
長
に
対
応
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
富
山
県
で
は
、
市
部
と
多
く

の
中
山
間
地
を
抱
え
る
中
で
、

人
口
減
少
と
働
き
手
不
足
で
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難

で
あ
る
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
、

　
集
会
は
、
長
野
市
の
ア
ク
テ

ィ
ホ
ー
ル
に
て
13
時
の
文
化
行

事
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
長
厚

労
Ｏ
Ｂ
も
参
加
す
る
演
奏
楽
団

ミ
ル
ク
＆
カ
ウ
ボ
ー
イ
ズ
の
演

奏
後
、
基
調
報
告
や
リ
レ
ー
ト

ー
ク
（
村
会
議
員
、
難
病
や
障

害
者
団
体
、
県
介
護
福
祉
士
会

会
長
、
県
看
護
協
会
長
、
臨
床

研
修
医
等
々
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
日
本
医
療

総
合
研
究
所
研
究
委
員
の
寺
尾

正
之
さ
ん
か
ら
「
医
療
・
介
護

の
基
盤
イ
ン
フ
ラ
を
充
実
し
、

安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。
寺
尾
氏
は
「
現

行
の
医
療
政
策
は
、
意
図
的
な

シ
ス
テ
ム
縮
小
を
前
提
と
し
て

お
り
、
そ
の
構
造
的
欠
陥
が
医

療
崩
壊
リ
ス
ク
を
高
め
て
い

る
」、
そ
の
政
策
設
計
の
歪
み

を
正
す
に
は
、「
社
会
保
障
は

コ
ス
ト
で
は
な
く
、
戦
略
的
投

資
と
捉
え
る
べ
き
」「
改
革
の

カ
ギ
は
、
危
機
に
あ
る
医
療
・

介
護
の
実
態
を
客
観
化
し
て

〝
事
実
の
重
み
〞
で
声
を
上
げ

る
人
の
裾
野
を
広
げ
、
行
政
・

国
に
迫
る
こ
と
」
だ
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
集
会
終
了
後
、

長
野
駅
へ
移
動
し
、「
い
の
ち

ま
も
る
」
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
長

厚
労
メ
ン
バ
ー
も
手
際
良
く
、

署
名
・
宣
伝
行
動
に
動
い
て
い

ま
し
た
。

スタンディングする長厚労のみなさん

茨城・とりでのふれあいまつりにて

新潟・地域医療確保室長へ要請書を手渡す

長野・県の担当者としっかりと懇談

神奈川・県庁前にて

富山・築90年の県庁前で

静岡・朝の番組で全国キャラバンをお知らせ

岐阜・要請後、県の担当者とも記念撮影

北信越から関東・東海へ 7県を走破北信越から関東・東海へ 7県を走破

県も危機感、国・政府へ要請強め県も危機感、国・政府へ要請強め
　
全
厚
労
25
秋
・
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
新
潟
・
富
山
か
ら
長
野
に
繋
ぎ
、
茨
城
・
と

り
で
医
療
セ
ン
タ
ー
の
病
院
祭
を
経
て
、
神
奈
川
、
岐
阜
、
静
岡
を
訪
問
し
ま
し
た
。

11
月
13
日
ま
で
の
要
請
行
動
を
紹
介
し
ま
す
。

11
月
１
日（
い
い
ひ
）、「
い
の
ち
ま
も
る
長
野
県
民
集
会
」

　
11
月
１
日
、
長
野
県
内
の
医
療
関
係
団
体
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
主
催
の
「
い
の
ち
ま
も
る

県
民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
厚
労
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
想
い
と
一
緒
の
企
画
で
、
長
厚
労

も
積
極
的
に
参
加
、
運
営
に
も
関
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
大
栗
書
記
長
が
行
っ
て
き
ま
し
た
。

全国キャラバン

（4）2025年11月20日 第540号全 厚 労 ニ ュ ー ス


